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３．助成対象事業の成果（結果）

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください

Ａ事業①

「愛媛グローカルビジネス加速化支援事業」

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】

本財団では、創業率の向上を目指し、えひめ中小企業応援ファンド事業や県単独事業に

よる創業者等へ創業に必要な資金的支援や、本財団に設置するビジネスサポートオフィ

ス、よろず支援拠点等による経営相談を行っており、愛媛県内において地域資源を活用

し、地域課題を解決するビジネス（愛媛グローカルビジネス）を展開する創業・起業が増

加しつつある。

このような中、更なる地域経済の活性化及び地域社会の持続的発展を目指し、創業者が

展開する愛媛グローカルビジネスビジネスの早期事業化を促し、成長スピードを加速させ

ることを目的として、経費的支援を実施する。

○支援対象者

愛媛県が実施する創業ビジネスプランコンテスト「ＥＧＦアワード」に応募し、かつ、

本補助金の応募までに、県内において株式会社、合同会社、合名会社、企業組合、協業

組合、特定非営利活動法人等（大企業及びみなし大企業は除く）の設立を行った、法人

設立後５年未満の中小企業者

○助成率

助成対象経費の 3分の 2以内

○助成限度額

2,000 千円以内／件

○助成期間

１年以内

○対象経費

人件費、店舗賃借料、原材料費、借料、知的財産権等関連経費、謝金、旅費、外注費、

委託費、マーケティング調査費、広報費等

○助成件数

  5 件程度／年

公益財団法人 えひめ産業振興財団



【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】

○実施事業の内容・実績

・助成件数

7件（応募 10 件）

・採択額

   10,000 千円

・決算額

  9,995 千円

・助成事業者一覧                              （単位：円）

申請者 事業名 採択額 決算額
オプティアム・
バイオテクノロ
ジーズ株式会社

次世代型抗体を用いたがん免疫療法
における創薬支援事業の展開

2,000,000 2,000,000

株式会社
クリエ

ライブコマースによる地方創生。 1,972,252 1,972,252

サポート KAI
合同会社

中小・小規模事業者の社員の非効率な
定型業務を改善するための
プロセスオートメーション導入支援

1,500,000 1,500,000

株式会社
洒落

eQualityProject
～愛媛県の企業と首都圏の人材を
「シゴト」でつなげるプロジェクト～

1,500,000 1,500,000

天神村醸造所
株式会社

清酒酵母と愛媛産原料で造る
クラフトラムの開発と輸出

1,317,231 1,312,807

一般社団法人
のんびり家

古民家デイサービスを活用した
要介護者のお泊りサービス

1,114,457 1,114,457

一般社団法人
保育 ICT 推進協会

ICT で、保育現場に子供とゆったり
関わる時間とゆとりを

596,060 596,060

計 7件 10,000,000 9,995,576

○実施した結果生まれた新たな課題等

  応募受付前に原則事前面談を実施する制度を設けた事で、入口段階の相談・検討

のみで応募に至らなかった先があったこともあり、応募件数は昨年度の 15件から 10件と

減少した。

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】

年5件程度の助成を行うという目標に対し、審査委員会による審査の結果、10件の応募

の中から、7件の採択を行うことができた。

採択者は愛媛県と本財団が共催する「EGFアワード」等の創業支援プログラムを活用し

て創業した中小企業者であり、7件のうち5件は前年度までに本財団の創業者向け補助金

「愛媛グローカルビジネス創出支援事業費補助金」又は本補助金を活用して創業を行って

いる。創業期より創業コーディネーターや愛媛グローカルビジネスメンター等、専門家に

よる継続的な伴走型支援の実施により、事業の加速化が実施出来ている。

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】

  「愛媛グローカルビジネス加速化支援事業費補助金」は次年度は未実施である事に伴い

愛媛グローカルビジネスメンターは不在となるが、本補助金の採択者の多くは「愛媛グ

ローカルビジネス創出支援事業費補助金」の過年度の補助事業者も多く、フォローアップ

の必要がある場合は同補助金のフォローアップ対応や当財団のビジネス・サポート・オ

フィスやよろず支援拠点等とも連携し適宜対応を検討していく。
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３．助成対象事業の成果（結果）

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください

Ａ事業①

「農商工連携新商品開発助成事業」

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】

愛媛県における農林水産業は、担い手の減少、高齢化の進行等が相まって、厳しい経営

環境にあり、生産性の向上や付加価値の増大による所得向上が喫緊の課題となっている。

このような中、県内の恵まれた農林水産物（地域資源）を生み出す農林水産事業者と優

れた食品加工技術を持つ県内中小企業とが有機的に連携し、新たな商品開発を行う取組み

に要する経費の一部を助成し、県内農林水産物の消費拡大や中小企業の事業拡大を推進す

るとともに、地域経済の活性化を図る。

○支援対象者

農林漁業者と中小企業者又は自ら事業を行うＮＰＯ法人等の中小企業以外の者との連

携体。（ただし、連携体を構成する者のうち県外業者（県内に本社又は事業所等を有し

ない者）は対象外。）

○助成率

助成対象経費の２分の１以内

○助成限度額

1,000 千円以内／件

○助成期間

１年以内

○支援対象経費項目

備品費、原材料費、借料、知的財産権等関連経費、謝金、旅費、外注費、委託費、

マーケティング調査費、広報費

○助成件数

５件程度／年



【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】

・助成件数

６件（応募 10件）

・採択額

5,000 千円

  ・決算額

   4,988 千円

  ・助成事業                                  （単位：円）

申請者（連携体）
事業概要 採択額 決算額

中小企業者 農林漁業者

ミカタスイッ
チ株式会社

内子町森林組
合

愛媛県内子町産未利用材を活
用したアウトドア、キャンプ
等必需商品の開発・製造

740,000 728,000

株式会社愛媛
海産

愛南漁業協同
組合

愛南漁協の養殖魚介類（ス
マ、真鯛等）を活用したフー
ドロス対応型の高付加価値常
温食品の水産加工開発・製造

1,000,000 1,000,000

grandpa’s 
tree

石鎚養蜂
西条産の果物やはちみつ等を
活用した加工品開発、製造

1,000,000 1,000,000

株式会社オー
シャンドリー
ム

山下農園
八幡浜産の果物（柑橘、柿）
や鮮魚を活用した缶詰などの
加工品開発・製造

917,000 917,000

企業組合高野
地フルーツ倶
楽部

清水農園
八幡浜市高野地産の農産物
（柑橘、果物）を活用した加
工品開発、製造

426,000 426,000

有限会社南四
国ファーム

長谷農園
ときわ農園

宇和島産の果実（甘平・河内
晩柑・レモン・キウイフルー
ツ）などを活用した加工食品
の開発

917,000 917,000

計６件 5,000,000 4,988,000

○実施した結果生まれた新たな課題等

  消費者のマーケットニーズを踏まえた新商品開発としているが、今後、テストマーケ

ティングによる商品のブラッシュアップなどに取り組み、開発された商品の販路開拓に

努めたい。

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】

年５件程度の助成を行うという目標に対し、審査委員会で審査を行った結果、10件の応

募案件の中から、６件の採択を行うことができた。

また、過年度（2年度6事業者、3年度5事業者）に採択し開発した商品については、いず

れも販売開始しており、令和4年度の上半期の売上は合計11,000千円強となった。このう

ち、年間売上10,000千円超が確実な商品や店全体の売上の2割を超えて事業の柱となった

商品も存在する。

今年度採択された連携体の中小企業者の多くは、これまでにも県内農林水産物を活用し

た特徴ある新商品開発を行った実績のある企業であり、本財団が愛媛県の委託を受けて設

置する農商工連携ビジネスプロデューサー等の伴走型支援により、県内百貨店のギフト商

品に採用される例もあるなど着実に事業の成果を挙げている。

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】

応募件数については、前年度の９件から10件と着実に増加しており、次年度以降は従来

の農商工連携に加えて、デジタルマーケティング活用、フードテック、海外販路を意識し



た商品開発へ取り組む事業者を対象に農商工連携ビジネスプロデューサーによる丁寧な制

度案内等により、募集案件の発掘に努めることとする。

また、開発された新商品の販路開拓については、本財団が実施する首都圏のバイヤーを

招いた商談会への参加を促したり、県が主催する百貨店等における催事への出展を促した

りするなど、他事業とも連携することにより、消費者のマーケットニーズを踏まえた開発

商品のブラッシュアップや販路開拓の取組みを後押ししてまいりたい。
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３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください。 

Ａ事業① 

えひめ中小企業等アクティブ・サポート事業【ものづくり産業支援事業】 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 

県内の「ものづくり産業」全般を支援対象に、産官学が連携した研究部会を設置し、新商

品の開発促進を行う。具体的には、県内ものづくり企業の新技術や製品の開発に必要な資材

購入など試験費用を助成・支援する。また、新製品の企画・立案や製品開発の問題解決に関

して助言・指導等を行う専門家の招へい等に対する支援を行う。さらには大型展示会の出展

といった販路開拓に向けた取組みに対しても支援を行う。  

この他、新たな支援企業等、新製品・新技術を発掘し、本事業終了年度以降の国の研究開

発助成事業の獲得･活用を図れるよう支援に取り組み、更なる地域経済の活性化を目指す。 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

別紙研究成果パネル 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 

別紙研究成果パネル 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 

別紙研究成果パネル 
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①「タオル専用織機による多層織りアパレル生地」研究部会 

 

 
 

 



- ３ - 

②「電動台車とアームの複合制御」研究部会 
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③「古紙を利用したエコプラスチック容器開発」研究部会 
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④「はだか麦新加工技術確立、商品開発」研究部会 
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⑤「鯛骨粉を活用したカルシウム増強パン・菓子開発」研究部会 
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３．助成対象事業の成果（結果）

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください

Ａ事業②

「愛媛グローカルビジネス加速化サポート事業」

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】

地域資源を活用し、地域課題を解決するビジネスプランの早期事業化に向け、

創業間もない企業が直面する課題を早期に解決し、事業化を加速させるため、

愛媛グローカルビジネスメンター（以下「ビジネスメンター」という。）による

伴走型支援を実施し、企業の基礎体力の向上、事業拡大、経営の安定化を目指す。

○支援対象者

・令和 4年度愛媛グローカルビジネス加速化支援事業費補助金の採択者

・法人設立後 5年未満の中小企業者

○対象経費

・伴走型支援に必要な謝金、旅費、通信運搬費

○支援対象件数

  3 件程度／月 30 件程度／年



【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】

○実施事業の内容・実績

・支援対象件数：22件

〔支援対象者一覧〕

支援時期 支援件数 相談内容 助成金結果

5月 11 件
応募等相談

ブラッシュアップ

下記 7社を採択(相談日順)

・(一社)保育 ICT 推進協会

・天神村醸造所㈱

・オプティアム・バイオテクノロジーズ㈱

・サポート KAI(同)

・㈱洒落

・(一社)のんびり家

・㈱クリエ

11月 2件 進捗管理・実績確認

12月 4件
応募等相談

進捗管理・実績確認

1月 1件 進捗管理・実績確認

2月 2件
応募等相談

進捗管理・実績確認

3月 2件 進捗管理・実績確認

    

○実施した結果生まれた新たな課題等

ビジネスメンターが関係機関等の協力を得て「令和 4 年度愛媛グローカルビジネス加

速化支援事業費補助金」の応募案件の発掘に努めた結果、10件の応募を確保し、その

うち 7件を補助事業者として採択した。

   昨年度の応募件数 15件と比較すると件数は減少したが、本年度は補助金事務局に

おいて応募受付前に原則事前面談を実施する制度を設けた事で、入口段階の相談・

検討のみで応募まで至らなかった先があったことも影響している。

応募件数は減少したが、事業者へ交付する補助金予算以上の補助金申請額は確保出来

ており、競争原理を維持しつつ支援を実施した。

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】

年30件程度の支援目標に対し、延べ22件の相談支援を実施した。

前年度の支援件数37件に対し減少が見られるが、前年度は事業者との接触・相談機会を

支援件数としてカウントしていたのに対し、本年度は具体的な相談・支援内容を相談ファ

イルとして記録した明確な支援件数をカウントしている。ビジネスメンターは実態として

電話や面談、メール等による軽微な相談・支援対応や、補助金の審査会・採択者説明会等

の参加時も事業者と接触をしており、昨年度と遜色のない支援は実施出来ている。

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】

「愛媛グローカルビジネス加速化支援事業費補助金」は次年度は未実施である事に伴い

ビジネスメンターは不在となるが、過年度の補助事業者のフォローアップの必要がある場

合には当財団のビジネス・サポート・オフィスやよろず支援拠点等とも連携し適宜対応を

検討していく。


